＜平成25年度日本水産学会春季大会　漁業懇話会講演会＞
「グローバル人材育成へのODA活用―水産系大学の取り組みと将来への展開―」
主催　日本水産学会漁業懇話会委員会
日時　平成25年3月26日（火）13:00－17:30
場所　東京海洋大学（品川キャンパス）講義棟32番教室（第5会場）
企画責任者　石崎宗周（鹿大水）、石川智士（地球研）、川本太郎（極洋）
13:00－13:10　開会挨拶・趣旨説明



石崎宗周（鹿大水）
第1部　大学とODA　　　　　　　　　　　　　　

　司会　石川智士（地球研）
13:10－13:45　大学とODAの関わり方（大学が参加できるJICA事業
 ～水産分野における大学との連携について～）
仲宗根邦宏（JICA）
13:45－14:20　大学の国際協力活動　　　　　　　　　

長澤秀行（帯広畜産大）
14:20－14:55　民間から見たグローバル人材の必要性と大学教育に
 期待すること




川本太郎（極洋）
14:55－15:05　

休憩
第2部　水産系大学の取り組み　　　　　　　　　　　
　司会　石崎宗周（鹿大水）

15:05－15:40　東京海洋大の例　　　　　　　　　　　　　
有元貴文（海洋大）

15:40－16:15　下関水産大学校の例　　　　　　　　　　　　
濱野　明（水大校）

16:15－16:50　鹿児島大の例　　　　　　　　　　　　　　
松岡達郎（鹿大水）

16:50－17:00　

休憩

第3部　総合討論：今後の展開


　　　　　司会　濱野　明（水大校）
17:00－17:30　仲宗根邦宏（JICA）、長澤秀行（帯広畜産大）、川本太郎（極洋）、

有元貴文（海洋大）、濱野　明（水大校）、松岡達郎（鹿大水）
17：30　　　　閉会挨拶
企画の趣旨
国際競争力を高めなければならない産業界の事情は、水産・漁業の分野についても同様である。特に、世界的に水産物の需要が高まっている中で、我が国の水産業界においても漁獲から加工および販売を含めたグローバル化への対応が求められてきている。この流れを受けて、水産研究においても、国際的な水産振興に資する研究の推進とグローバル化に対応できる人材育成が必要とされている。ここで求められる国際的な研究活動やグローバル対応の人材育成は、学術的な活動に限定されるものではなく、水産現場への積極的な参画と水産関係者との協同に重きを置いた活動の重要性が高まってきている。このような中で、ODAによる国際協力活動と研究との連携の重要性は、今後ますます高まるものと考えられる。
本講演会では、大学のODAへの関わり方、学生教育への活用、水産系大学の取り組みの実例を紹介し、新たな水産振興の可能性と国際協力活動を通じた水産研究の可能性および学生教育や大学の国際化への活用について議論することを目的とする。
